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４
月
か
ら
、
障
害
者
支
援
費

制
度
が
始
ま
る
な
ど
、
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
行
政
が
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す
る
措
置

制
度
か
ら
、
利
用
者
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
契
約
制

度
に
移
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
主

体
は
、
行
政
を
離
れ
て
民
間
事

業
者
な
ど
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

利
用
者
が
自
ら
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
事
業

者
と
契
約
を
結
び
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
権

利
を
保
護
す
る
し
く
み
が
必
要

で
す
。

　

現
在
区
に
は
、
下
表
の
よ
う

な
権
利
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
・
相
談
に
対
応
す

る
第
三
者
機
関
を
設
置
し
、
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委

員
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

〈現行の主な権利救済制度〉
問合せ先 内 　　   容制　度　名
区政相談課区政に対する意見・要望の申立て広聴制度

高齢者施策課

介護保険に関する苦情相談事例の
報告を受け、第三者的立場から苦情
の再発防止策などについて審議・答
申を行う

介護保険運営協議会

区政相談課
人権侵害のおそれがあるとの申し
出があった場合、人権擁護委員が相
談に応じる

人権擁護委員制度

区政相談課国など行政機関に対する苦情や要
望の相談に応じる行政相談委員制度

国民健康保険課
国民健康保険の保険給付に関する
処分または保険料その他徴収金に
関する処分に対する不服申立て

行政不服申立制度

社会福祉協議会
杉並福祉サービ
ス支援センター

高齢者や障害者など、判断能力が十
分でない人を対象に、福祉サービス
に関する利用支援や金銭管理など
の支援および成年後見制度利用の
相談に応じる

福祉サービス利用援
助事業
成年後見制度援助事
業
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区
民
の
権
利
を
ま
も
る
た
め
に

「（
仮
称
）杉
並
区
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
条
例
」の

「（
仮
称
）杉
並
区
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
条
例
」の
制
定
に
向
け
て

制
定
に
向
け
て

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
、
現
行
の
制
度
を
補
完
す
る
新
た
な
権
利
救
済
制
度
の
導
入
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
現
行
の
権
利
救
済
制
度
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
「（
仮
称
）
杉
並

区
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
条
例
」
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
、
区
民
意
見
の
提
出
手
続
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
部
管
理
課
へ
。

　

�
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
概
要
版
閲
覧
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
�
３
３
１
２
‐
２
１
９
７
ま
た
は
電
子
メ

ー
ルsu０９００１０

＠
city.sug

inam
i.to
kyo

.jp

で
、８
月
３
日
ま
で
に
保
健
福
祉
部
管
理
課
保

健
福
祉
相
談
担
当
へ
。

�
ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤

務
先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
と

所
在
地
）、事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名
称
と
代
表

者
の
氏
名
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

�
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、
ご
意
見

を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
７
月　

日
�
〜
８
月
３
日
�

２１
☆

【
概
要
版
閲
覧
場
所
】

　

保
健
福
祉
部
管
理
課
・
児
童
課
・
保
育
課
（
区

役
所
東
棟
三
階
）、
高
齢
者
施
策
課
・
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
課
・
障
害
者
施
策
課
（
区
役
所
東
棟
一

階
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
民

事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館
、
こ
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
、
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
事
務
所
、
杉
並
保
健
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
区
民
な
ど
の
相
談
や
苦
情

を
、
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場

か
ら
迅
速
に
調
整
し
解
決
す
る

こ
と
に
よ
り
、
区
民
の
権
利
を

保
護
し
、
区
や
事
業
者
に
対
す

る
利
用
者
の
信
頼
性
を
高
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

�
区
・
都
・
国
お
よ
び
民
間
事
業

者
な
ど
が
区
内
で
行
う
保
健
福

祉
に
関
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
、

金
銭
お
よ
び
物
品
の
給
付
、
施

設
入
所
の
契
約
な
ど
で
す
（　
１６

年
３
月
ま
で
は
、
介
護
保
険
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
除
き
ま
す
）。

�
委
員
が
必
要
と
認
め
る
と
き

は
、
区
民
が
区
外
で
受
け
た
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
も

申
立
て
が
で
き
ま
す
。

�
申
立
て
の
期
間
は
、
対
象
と

な
る
事
実
が
あ
っ
た
日
か
ら
一

年
以
内
と
し
ま
す
。

　

事
業
者
か
ら
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
取
り
消
し
ま
た

は
拒
否
さ
れ
た
本
人
お
よ
び
本

人
の
家
族
な
ど
と
し
ま
す
。

　

人
格
が
高
潔
で
社
会
的
信
望

が
厚
く
、
保
健
、
福
祉
、
法
律

な
ど
の
分
野
に
優
れ
た
識
見
を

持
つ
方
に
区
長
が
委
嘱
し
ま

す
。
委
員
の
役
割
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

�
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
苦
情
の
申
立
て
を
受

け
付
け
、
調
査
を
行
い
、
申
立

て
人
お
よ
び
事
業
者
に
対
し
解

決
方
法
の
提
案
、
調
整
を
行
い

ま
す
。

�
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
事

業
者
に
意
見
を
述
べ
、
ま
た
は

是
正
を
求
め
て
勧
告
を
し
ま

す
。

�
勧
告
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い

旨
の
報
告
を
受
け
た
場
合
で
、

そ
の
理
由
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
内
容
並
び
に
事
業

者
の
名
称
を
、
区
長
に
報
告
し

ま
す
。

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
は
、
以
下
の
責
務

を
負
い
ま
す
。

�
委
員
か
ら
申
立
て
に
基
づ
く

調
査
の
請
求
を
受
け
た
と
き

は
、
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

�
委
員
か
ら
意
見
の
表
明
、
ま

た
は
是
正
な
ど
の
勧
告
を
受
け

た
と
き
は
、
誠
実
か
つ
適
切
に

対
応
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

�
勧
告
に
従
い
是
正
措
置
な
ど

を
と
っ
た
と
き
、
ま
た
は
と
れ

な
い
特
別
な
事
由
が
あ
る
と
き

は
、
理
由
を
付
し
て
速
や
か
に

委
員
に
報
告
し
ま
す
。

　

区
長
は
、
委
員
か
ら
勧
告
を

行
っ
た
事
業
者
か
ら
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
報
告

を
受
け
た
場
合
で
、
そ
の
理
由

が
な
い
と
認
め
る
報
告
を
受
け

た
と
き
は
、
そ
の
内
容
並
び
に

事
業
者
の
名
称
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

委
員
が
、
職
務
上
知
り
得
た

秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
は
、
三

〇
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

条
例
制
定
の
背
景

条

例

の

主

な

内

容
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�
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�
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�
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�
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�
安
心
と
信
頼
を
高
め
て
い
き
ま
す
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区
内
で
は
、
空
き
巣
・
ひ
っ

た
く
り
な
ど
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
杉
並
区
を
安

全
で
美
し
い
ま
ち
に
し
て
い
こ

う
と
の
目
標
を
掲
げ
、　

月
に

１０

「
杉
並
区
生
活
安
全
及
び
環
境

美
化
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

さ
れ
ま
す
。

　

８
月
初
旬
か
ら
は
、
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
す
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が
区
内

を
巡
回
し
て
犯
罪
の
発
生
を
警

戒
す
る
と
と
も
に
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
防
犯
を
呼
び
か
け
、
空

き
巣
な
ど
の
抑
止
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
環
境
改
善
や
ま
ち
の

美
化
へ
の
ご
協
力
も
お
願
い
し

な
が
ら
巡
回
し
ま
す
。

　

犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
安
全

な
地
域
を
つ
く
る
に
は
、
地
域

の
防
犯
意
識
が
高
ま
る
こ
と

や
、
お
互
い
の
協
力
が
大
切
で

す
。

　

空
き
巣
な
ど
が
嫌
が
る
の

は
、
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
な
ど

が
自
然
に
行
わ
れ
て
い
る
近
所

づ
き
あ
い
の
盛
ん
な
地
域
で

す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
車
も
、
そ
ん

な
地
域
の
一
員
と
な
り
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
見
か
け
ま

し
た
ら
、
防
犯
な
ど
で
お
気
付

き
の
点
、不
安
な
こ
と
な
ど
を
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈区内の犯罪認知状況〉（１５年１月～６月）

区内昨年比区 内 計荻窪警察署高井戸警察署杉並警察署

－６６０４８１２（５４７２）１２５６（１３２８）１５１８（１９１４）２０３８（２２３０）刑法犯総数

＋５３８（３３）８（１４）４（９）２６（１０）凶悪犯

－１７１２１（１３８）３７（３９）３７（４２）４７（５７）粗暴犯

－４２４７９７（１２２１）３０６（４４５）２３５（３８１）２５６（３９５）侵入窃盗

－４５０５７９（１０２９）２２６（３８８）１８４（３２６）１６９（３１５）空き巣

－２８３２８４２（３１２５）７３５（６５３）８７９（１０８５）１２２８（１３８７）非侵入窃盗

－２４１２８（１５２）４０（５２）４４（４１）４４（５９）ひったくり

＋２０４５２（４３２）１０５（６１）１５１（１４３）１９６（２２８）車上ねらい

＋５９１０１４（９５５）１７０（１７７）３６３（３９７）４８１（３８１）その他

※(　) 内の数値は、昨年同時期の認知件数を示す。

　

ひ
っ
た
く
り
は
、
歩
い
て
い

る
時
や
自
転
車
で
通
行
し
て
い

る
時
に
、
後
ろ
か
ら
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
が
近
づ
い
て
き
て
、
持

っ
て
い
る
バ
ッ
グ
な
ど
を
ひ
っ

た
く
る
犯
罪
で
、
被
害
者
の
ほ

と
ん
ど
が
女
性
で
す
。

　

こ
れ
は
、
一
歩
間
違
え
ば
被

害
者
が
転
倒
し
て
大
け
が
を
す

る
な
ど
、
強
盗
傷
害
事
件
に
発

展
し
か
ね
な
い
悪
質
な
犯
罪
で

す
。

　

ひ
っ
た
く
り
被
害
は
、
少
し

の
注
意
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
も
の
が
多
い
の
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

ひ
っ
た
く
り
防
犯
対
策

�
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
の
荷
物

は
、
車
道
側
に
は
持
た
ず
建
物

側
に
持
つ
な
ど
、
持
ち
方
に
気

を
付
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
に

も
注
意
を
払
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

�
裏
通
り
な
ど
人
通
り
の
少
な

い
道
路
を
歩
く
と
き
は
特
に
注

意
し
、
で
き
る
だ
け
歩
道
と
車

道
の
区
別
が
あ
り
、
人
通
り
の

多
い
道
路
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

�
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
が
近
づ
い

て
き
た
ら
、
バ
ッ
グ
を
し
っ
か

り
抱
え
、
道
路
の
脇
に
寄
っ
て

オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
が
通
り
過
ぎ

る
ま
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き

は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
用
の
自

転
車
か
ご
ネ
ッ
ト
を
付
け
ま
し

ょ
う
（
防
犯
ネ
ッ
ト
は
、
警
察

署
防
犯
係
で
無
料
で
取
り
付
け

ま
す
）。

�
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
犯

人
の
着
衣
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
ナ

ン
バ
ー
・
特
徴
な
ど
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
大
声
を
上
げ
て

周
囲
の
人
に
知
ら
せ
、
す
ぐ
に

一
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

　

�
各
警
察
署
（
杉
並
�
３
３

１
４
‐
０
１
１
０
／
高
井
戸
�

３
３
３
２
‐
０
１
１
０
／
荻
窪

�
３
３
９
７
‐
０
１
１
０
）

問

安

全

安　

全

��
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
民
生
活
部
管
理
課
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�� ����������������������������

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組

む
た
め
、
区
で
は
「
地
域
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削

減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
区
内

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
み
る

と
、
家
庭
で
の
消
費
が
区
全
体

の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

４５

家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
夏

休
み
を
き
っ
か
け
に
、
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

◇
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
作
戦

　

「
エ
ア
コ
ン
の
冷
房
設
定
温

度
を
一
度
上
げ
た
ら
」「
冷
蔵
庫

の
上
手
な
使
い
方
」
な
ど
、
家

庭
で
だ
れ
も
が
簡
単
に
実
践
で

き
る
省
エ
ネ
行
動
と
そ
の
効
果

を
紹
介
し
た
手
引
き
「
家
庭
で

で
き
る
省
エ
ネ
作
戦
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
量
を
金
額
と
二
酸
化

炭
素
量
に
換
算
し
て
い
ま
す
の

で
、
省
エ
ネ
効
果
が
具
体
的
に

実
感
で
き
ま
す
。
省
エ
ネ
は
家

計
に
も
地
球
環
境
に
も
貢
献
し

ま
す
。
わ
が
家
の
省
エ
ネ
作
戦

を
立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

�
配
布
場
所
＝
環
境
課
（
区

役
所
西
棟
七
階
）、
図
書
館
、
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

◇
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
は
頼
も
し

い
省
エ
ネ
応
援
団

　

省
エ
ネ
作
戦
を
立
て
た
ら
、

作
戦
の
実
行
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

区
で
は
、
省
エ
ネ
ナ
ビ
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
（
六
カ
月

間
）。

　

省
エ
ネ
ナ
ビ
は
、
設
定
し
た

省
エ
ネ
目
標
の
達
成
度
が
一
目

で
わ
か
る
計
測
機
器
で
、
電
気

使
用
量
を
す
ぐ
に
金
額
な
ど
に

換
算
し
て
表
示
し
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
や
冷
蔵
庫
な
ど
個
別
の
電

気
製
品
を
測
定
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

�
区
内
在
住
の
方
（
住
所
を

確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）
�
無
料
�
・
�
環
境

課
計
画
係（
区
役
所
西
棟
七
階
）

場対

費

申

問

　区は、最も電力不足が心配される、７月７日�から８月
３１日�までの間、率先して節電に努めます。
�冷房温度の設定…７月２２日�～８月１日�に、本庁舎な
どの冷房温度を２９度とします。なお、追加措置として、冷
房を午後３時以降停止することも検討していきます。
�職員は軽装で…暑さ防止のため、職員はノーネクタイな
どの軽装で勤務します。その際、名札着用の徹底をはじめ、
不快感を与えないよう、十分に配慮します。
�本庁舎エレベーターの一部停止…東棟、西棟、中棟各１
基を停止します。
�照明機器の一部利用停止…区内各施設の、事務室を除く
廊下などの照明（蛍光灯）は、原則として現時点より２０％
をめどに消灯します。

電力危機への区の対応電力危機への区の対応　
�危機管理対策課問

　

区
内
の
い
く
つ
か
の
地
域

で
、自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
運

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
運
動

の
立
ち
上
げ
や
充
実
を
支
援
す

る
た
め
に
、「
防
犯
自
主
団
体
活

動
助
成
」
を
行
い
ま
す
。

　

�
安
全
・
防
犯
意
識
の
普
及
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児
童
な
ど

の
安
全
誘
導
な
ど
の
活
動
を
開

始
ま
た
は
充
実
す
る
団
体
�
活

動
開
始
な
ど
に
必
要
な
経
費
の

一
部
▽
助
成
金
額
＝
一
〇
万
円

を
限
度
�
助
成
団
体
＝
一
五
団

体
�
・
�
区
民
生
活
部
管
理
課

対

内

定

申

問

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

ひったくり被害をひったくり被害を
防止しましょう防止しましょう

防
犯
自
主
団
体
へ
の
活
動
助
成

防
犯
自
主
団
体
へ
の
活
動
助
成

（
７
月
か
ら
受
付
）

（
７
月
か
ら
受
付
）

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
巡
回

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
巡
回

（
８
月
初
旬
〜
）

（
８
月
初
旬
〜
）

安

心

安　

心

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

▲ハンドバッグなどはしっかりと持ちましょう
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年７月２１日（月曜日）

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　
　

年
度
は
、
大
気
（
七
日
間

１４
調
査
）
一
二
回
、
大
気
（
二
四

時
間
調
査
）
四
回
、
土
壌
一
回
、

水
質
二
回
、
松
葉
一
回
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
大
気
と
水
質
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
表
１

〜
３
）

　

河
川
水
質
調
査
で
は
、
玉
川

上
水
佃
橋
の
第
一
回
調
査
の
値

だ
け
が
、
環
境
基
準
を
超
過
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
大
気
八
地
点
の
年

平
均
値
は
、
す
べ
て
環
境
基
準

の
範
囲
内
で
し
た
。

◇
簡
易
焼
却
炉
の
使
用
は
原
則

　

禁
止
！

　

「
杉
並
区
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
抑
制
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
特
別
措
置
法
」
対
象
未
満
の

簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
野

焼
き
な
ど
は
原
則
禁
止
で
す
。

◇
簡
易
焼
却
炉
を
無
料
で
回
収

　

し
て
い
ま
す

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を

抑
制
す
る
た
め
、
家
庭
用
簡
易

焼
却
炉
を
無
料
で
回
収
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
さ
れ
て

い
る
も
の
や
簡
単
に
運
べ
な
い

も
の
は
対
象
外
で
す
。

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�
�
�
�
�
�
�
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�
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学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信

井
草
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�

　

井
草
中
学
校
は
、
今
年
開

校
五
五
周
年
を
迎
え
、
６
月

　

日
�
に
記
念
行
事
が
行
わ

２０れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
校
長
先
生
か
ら
、

開
校
当
時
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
の
校
舎
や
部
活

動
の
写
真
を
載
せ
た
資
料
も

配
ら
れ
、
五
五
年
前
に
思
い

を
は
せ
ま
し
た
。
続
い
て
、

生
徒
会
長
の
渡
辺
杏
菜
さ
ん

が
、「
記
念
す
べ
き
年
に
在
校

し
て
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
行
事
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
井
草 
囃 ばや

 
子 
で
す
。
お
祝
い
に
は
欠
か

しせ
な
い
地
元
の
伝
統
芸
能
を

生
徒
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
同
校
の
生
徒
も
参
加
し

て
い
る
速
間
流
保
存
会
の
皆

さ
ん
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
小
川
雅
史
く
ん

と
青
山
尚
美
さ
ん
が
舞
台
に

登
場
し
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
の

お
囃
子
が
始
ま
り
ま
し
た
。

会
長
の
金
子
喜
代
治
さ
ん
に

よ
る
曲
の
解
説
を
ま
じ
え
な

が
ら
、
次
々
と
演
奏
さ
れ
、

お
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気
が

盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

演
奏
が
終
わ
る
と
、
会
場

で
あ
る
体
育
館
の
後
ろ
の
入

口
か
ら
、お 
獅  
子 
が
登
場
し
、

し 

し

大
き
な
歓
声
が
わ
き
ま
し

た
。
舞
台
の
上
で
舞
い
踊
る

お
獅
子
に
、
生
徒
た
ち
は
一

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
川
く
ん
、
青
山
さ
ん
の

ク
ラ
ス
の
生
徒
に
感
想
を
聞

く
と
、「
や
っ
て
い
る
の
は
知

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
聞
く
の

は
初
め
て
」「
か
っ
こ
よ
か

っ
た
」「
集
中
力
が
す
ご
い
」

と
、
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
存
会
の
金
子
さ

ん
は
、「
子
ど
も
時
代
に
よ

い
思
い
出
や
体
験
が
あ
れ

ば
、
ま
た
地
域
に
戻
っ
て
き

て
く
れ
ま
す
」
と
、
伝
統
芸

能
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
の
大
切

さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

�
お
獅
子
に
頭
を
か
ま
れ
る
�

�
小
川
く
ん
（
一
番
左
）
と
青

山
さ
ん
（
右
か
ら
二
人
目
）

〈表１　大気・７日間調査〉

平均値
３月４日
　～１１日

２月６日
　～１３日

１月８日
　～１５日

１２月３日
　～１０日

１１月６日
　～１３日

１０月１日
　～８日

９月３日
　～１０日

８月１日
　～８日

７月２日
　～９日

６月４日
　～１１日

５月８日
　～１５日

４月９日
　～１６日

０.１１０.０４４０.１１０.１００.０８４０.２００.１１０.０６００.０７３０.２２０.０６１０.０７８０.１２井草森公園

０.０９９０.０４３０.１１０.１４０.０８９０.１６０.０８５０.０６８０.０７４０.２００.０５４０.０７３０.０８９大宮前体育館

０.１１０.０４４０.０９９０.１１０.１００.１７０.０９７０.０５９０.０９５０.２４０.０６２０.０９４０.０９５郷土博物館

〈表３　河川〉

第２回底質
２月１８日

第１回底質
８月２９日

水質年平均
第２回水質
２月１８日

第１回水質
８月２９日

調査地点

― ―１.４０.０４０.０４４０.０４０尾崎橋
（善福寺川）

― ―２.１０.１６０.０９３０.２３乙女橋
（神田川）

― ―― ―０.０５０.０３７０.０６２和田見橋
（神田川）

２０― ―１.００.２９１.８佃橋
（玉川上水）

３.３― ―０.３９０.３９― ―浅間橋
（玉川上水）

１１― ―０.２８０.２８― ―牟礼橋
（玉川上水）

単位＝水質：pg‐TEQ/�、底質：pg‐TEQ/g
環境基準＝水質：１pg‐TEQ/�以下、底質：１５０pg‐TEQ/g以下

〈表２　大気・２４時間調査〉

１３年度
平均値

平均値２月１３日１１月１４日８月８日６月１３日

０.２８０.０９５０.０７９０.０７８０.０４１０.１８井草森公園

０.２８０.０９９０.０８７０.１００.０１９０.１９馬橋公園

０.２６０.１２０.０８３０.１６０.０３５０.２０旧南土木公
園事務所

０.２７０.１００.０７００.０８７０.０３４０.１９西田保育園
敬老会館

０.２５０.０９７０.１１０.０７２０.０４６０.１６宮前図書館
宮前分室

――問い合わせは、環境課公害対策係へ。――問い合わせは、環境課公害対策係へ。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

調査結果をお知らせします調査結果をお知らせします

単
位
＝　

�
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
�
）。

pg

▽
排
出
ガ
ス
中
の
化
学
物
質

　

中
継
所
排
気
塔
・
換
気
塔
の

調
査
結
果
で
は
、　

年
度
の
一

１４

回
か
ら
三
回
の
調
査
と
比
べ
て

著
し
く
高
い
数
値
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

と
１
、１
、１
�
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

タ
ン
は
、
排
気
・
換
気
と
も
前

回
よ
り
高
い
濃
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
東
京
都
環
境
確
保
条
例

に
基
づ
く
規
制
基
準
の
あ
る
一

一
物
質
は
、
す
べ
て
基
準
値
以

下
の
濃
度
で
し
た
。

▽
周
辺
四
地
点
の
化
学
物
質

　

中
継
所
か
ら
約
二
〇
〇
�
離

れ
た
四
地
点
の
調
査
結
果
で

は
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
が
高
い

濃
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

東
側
で
は
、
高
い
濃
度
で
し
た

が
、
年
平
均
値
は
環
境
基
準
の

範
囲
内
で
し
た
。

◇
調
査
の
概
要

　

２
月　

日
に
中
継
所
の
排

１３

気
・
換
気
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

お
よ
び
排
水
の
調
査
、　

日
に

１４

は
、
中
継
所
の
排
気
・
換
気
と

約
二
〇
〇
�
離
れ
た
周
辺
四
地

点
の
大
気
中
化
学
物
質
二
三
項

目
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
調
査
の
結
果

▽
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　

中
継
所
の
排
気
塔
・
換
気
塔

か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
は
、
前
回
ま
で
と
同
様
に

一
般
大
気
環
境
と
同
程
度
の
濃

度
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
実
施
し
た
区
内

の
環
境
大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
調
査
五
地
点
の
結
果
（
〇
・

一
一
〜
〇
・
〇
七
〇
）
で
は
、

中
継
所
に
隣
接
し
た
井
草
森
公

園
の
結
果
（
〇
・
〇
七
九
）
は
、

環
境
基
準
（
〇
・
六
）
と
比
べ

て
も
低
い
濃
度
で
し
た
（
濃
度

杉
並
中
継
所
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結

果
（
第
四
回
調
査
）

　

ま
た
、
硫
化
水
素
も
前
回
ま

で
の
結
果
と
比
べ
る
と
高
い
濃

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

前
回
高
い
濃
度
だ
っ
た
ト
ル
エ

ン
は
、
低
い
濃
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
環
境
基
準
の
あ
る
ベ
ン

ゼ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
四
物
質

は
、
す
べ
て
の
地
点
で
基
準
値

以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
排
水
中
の
化
学
物
質

　

中
継
所
の
排
水
調
査
結
果

は
、
前
回
ま
で
の
結
果
と
同
程

度
の
濃
度
範
囲
で
し
た
。
し
か

し
、
シ
ア
ン
が
前
回
同
様
に
環

境
基
準
の
範
囲
内
で
す
が
、
微

量
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
公
共
下
水
道
に
排
出
さ
れ

る
直
前
の
汚
水
槽
か
ら
は
検
出

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
槽
上
部
の
空
気
調
査

で
は
、
硫
化
水
素
が
地
下
汚
水

槽
、
公
共
下
水
道
と
も
、
や
や

高
い
濃
度
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
臭
気
指
針
値
に
比
べ
て
十

分
低
い
濃
度
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
報
告
書

は
、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西

棟
二
階
）、区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

単位＝pg‐TEQ／m3、環境基準＝０.６pg‐TEQ／m3

（注）１．ダイオキシン類とは、ポリ塩化ジベンゾフラン
（PCDF）、ポリ塩化ジベンゾパラジオキシン（PCDD）
およびコプラナー PCBの合計。２．TEQ：毒性等量と
いい、ダイオキシン類の毒性が種類ごとに異なるため、
最も毒性の強いダイオキシンの量に換算したもの。
３．１pg：１兆分の１グラム。

杉並中継所環境モニタリング調査・ダイオキシン類調査　

年
度

１４
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情
報
公
開
制
度
と
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
情
報
の
公
開
を
求

め
る
権
利
を
保
障
し
、
区
に
情

報
の
公
開
を
義
務
付
け
る
制
度

で
す
。
ど
な
た
で
も
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

年
度
の
運
用
状
況
は
、
表

１４
１
〜
３
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

�
区
長
（
保
健
・
福
祉
・
ま

ち
づ
く
り
・
環
境
な
ど
）
�
教

育
委
員
会
（
学
校
な
ど
）
�
選

挙
管
理
委
員
会
�
監
査
委
員
�

農
業
委
員
会

※
区
議
会
は
、区
と
は
別
に「
情

報
公
開
制
度
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

区
の
職
員
が
作
成
・
取
得
し
、

文
書
、
図
画
、
写
真
、
フ
ィ
ル

ム
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
記

録
さ
れ
、
区
が
管
理
し
て
い
る

も
の
。

�
�
�
�

　

�
閲
覧
�
写
し
の
交
付
�
視

聴
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
法
律
、
条
例
な
ど
に
よ
り

公
開
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
�
個
人
情
報
�
法
人

な
ど
の
事
業
活
動
に
著
し
い
不

利
益
を
与
え
る
も
の
�
取
締

り
、選
考
、入
札
な
ど
事
務
の
執

行
を
著
し
く
困
難
に
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
�
公
正
、
適
正

な
意
思
形
成
に
著
し
い
支
障
を

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
。

�
�
�
�
�
�
�

　

総
務
課
情
報
公
開
係
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

請
求
を
受
け
付
け
た
翌
日
か

ら
一
四
日
以
内
（
た
だ
し
、
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き

は
六
〇
日
以
内
）
に
公
開
で
き

る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

��
�

�

　

手
数
料
は
、
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
写
し
の
交
付
は
コ
ピ
ー

代
が
か
か
り
ま
す
。

〈表６　有料頒布資料（抜粋）〉　（１５年７月１０日現在）
価格（円）資　　　料　　　名分野

１００杉並区基本構想「杉並区２１世紀ビジョン」総
務
財
政
・
区
民
生

活
１１００杉並区実施計画（１５～１７年度）
４５００杉並区政史
８０００杉並区例規集（１４年度版）
１０００第３４回杉並区区民意向調査（１３年１１月）
２０００杉並区統計書（１４年版）
３０００杉並区地域防災計画（１３年修正）
１１００杉並区保健・福祉計画（１５～１９年度）福

祉
・
保
健
・
建

設
・
環
境

１１００杉並区高齢者実態調査報告書（１４年３月）
１６００杉並区まちづくり基本方針（１４年８月）
１０００杉並区環境基本計画
３００緑化副読本「みどりとわたしたち」
１６００杉並区自然環境調査報告書（第４次）
１０００文化財シリーズ２０　杉並の摘田文

教
・
文
化
財

・
博
物
館

１４００文化財シリーズ２７　杉並の絵馬
１１００文化財シリーズ３３　杉並の板碑
６００高円寺フォーク伝説
４００江戸のごみ東京のごみ
９００特別展「杉並の地図をよむ」展示図録
６００住居表示新旧対照杉並区図

地　

図

４００東京都市計画図〔杉並区〕（１５年３月）
３００杉並区行政施設要図（１５年４月）
１００学校指定通学区域図（１４年４月）

〈表１　実施機関別請求数〉

請求件数実施機関名

１６３区長
３８教育委員会
４選挙管理委員会
２監査委員
０農業委員会
２０７合　　計

　

区
の
保
有
す
る
個
人
情
報
は

原
則
と
し
て
非
公
開
で
す
が
、

よ
り
積
極
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
護
す
る
た
め
、
個
人
情
報

保
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な

収
集
・
管
理
な
ど
の
義
務
を
負

い
、
皆
さ
ん
は
、
区
の
保
有
す

る
自
己
情
報
の
閲
覧
・
訂
正
な

ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

年
の
運
用
状
況
は
、表
４
・

１４
５
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

�
区
長
（
保
健
・
福
祉
・
ま

ち
づ
く
り
・
環
境
な
ど
）
�
教

育
委
員
会
（
学
校
な
ど
）
�
選

挙
管
理
委
員
会
�
監
査
委
員
�

農
業
委
員
会

�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�

�
自
分
の
情
報
が
知
り
た
い
と

き
＝
自
己
情
報
の
閲
覧
・
写
し

の
交
付
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

�
自
分
の
情
報
に
誤
り
が
あ
る

と
き
＝
自
己
情
報
の
訂
正
の
請

求
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
法

律
な
ど
で
定
め
が
あ
る
場
合

は
、
法
律
な
ど
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

�
適
法
な
手
段
に
よ
ら
ず
情
報

が
収
集
さ
れ
た
と
き
＝
自
己
情

報
の
消
去
請
求
が
で
き
ま
す
。

�
適
法
な
手
段
に
よ
ら
ず
目
的

外
利
用
や
外
部
提
供
さ
れ
た
と

き
＝
自
己
情
報
の
目
的
外
利

用
、
外
部
提
供
の
中
止
の
請
求

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
で
は
、
区
政
を
知
る
う

え
で
必
要
な
情
報
を
区
民
の
皆

さ
ん
に
幅
広
く
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
閲
覧
で
き
る
機
器
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

◇
提
供
し
て
い
る
資
料

　

区
政
へ
の
参
加
や
ご
自
身
の

暮
ら
し
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
約
一
万
六
〇
〇
〇

点
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　

�
総
合
的
計
画
や
条
例
な
ど

に
関
す
る
資
料
�
財
政
に
関
す

る
資
料
�
消
費
・
経
済
に
関
す

る
資
料
�
福
祉
や
保
健
衛
生
に

関
す
る
資
料
�
都
市
計
画
に
関

す
る
資
料
�
環
境
や
災
害
対
策

に
関
す
る
資
料
�
教
育
に
関
す

る
資
料
�
歴
史
や
文
化
に
関
す

る
資
料
�
区
議
会
や
選
挙
に
関

す
る
資
料
�
国
勢
調
査
な
ど
の

各
種
統
計
資
料
�
都
や
他
の
自

治
体
、
国
の
資
料
�
分
野
別
六

法
全
書
な
ど
の
各
種
参
考
資
料

◇
利
用
方
法

　

区
役
所
開
庁
時
間
内
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

区
が
発
行
し
た
資
料
に
つ
い

て
は
一
週
間
を
限
度
に
貸
し
出

し
て
い
ま
す
（
氏
名
・
住
所
な

ど
を
確
認
で
き
る
も
の
の
提
示

が
必
要
で
す
）。
各
種
計
画
書
、

区
勢
概
要
、
統
計
、
都
市
計
画

図
、
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
な
ど
約

一
〇
〇
点
に
つ
い
て
は
販
売
も

し
て
い
ま
す
。（
表
６
）

　

ま
た
、
区
を
は
じ
め
国
や
他

の
自
治
体
が
発
行
し
た
資
料
の

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
も

行
っ
て
い
ま
す
。

◇
利
用
実
績

　
　

年
度
の
利
用
者
数
は
、
八

１４
二
八
五
人
、
資
料
の
貸
出
冊
数

は
、
延
べ
一
四
二
五
冊
、
有
料

頒
布
件
数
は
、
二
二
〇
四
件
、

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
四
万
二
七

八
四
枚
で
し
た
。

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の　

年
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１４

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
情
報
公
開
係
へ
。

〈表２　請求情報内容別の請求状況〉
請求件数請求情報内容の区分

３８職員に関するもの

２４食品営業許可申請処理簿

３７委託・契約に関するもの

３１環境衛生に関するもの
５会議資料に関するもの
５施設の図面
６７その他
２０７合　　　計

〈表３　可否決定状況〉
件　　数可否決定の区分

９１公開
１０１一部公開
７非公開
７不存在
１存否応答拒否
２０７合　　　計

〈表５　個人情報の登録業務、外部
提供、外部委託、外部結合、目的外
利用の件数〉

件　数内　　容
１１２６登録業務
６８１外部提供
３７７外部委託
１３外部結合
１２４７目的外利用

〈表４　１４年度中に新たに登録した業務〉
業　　　務　　　名

区民証発行業務／成年後見制度におけ
る区長の審判請求手続／障害者支援費
制度／知的障害者ガイドヘルプサービ
ス／区立知的障害者（児）施設利用者
探索／産後支援ヘルパー／雑居ビルの
防火安全対策に係る連絡調整／環境リ
サイクル法に基づく届出事務／公共施
設予約業務／外部監査／ＳＯＨＯ施設
の開設および運営／杉並アニメ匠塾／
杉並区「ミニ市場公募債」申込・抽選
結果管理／住民投票／電子計算機室等
監視カメラシステム／アニメ関連資
料・機材の収集・保管・展示／創業者
支援事業／路外駐車場設置に関する管
理業務／省エネナビ貸出事業／医療費
支給額収納・返還金事務処理／高齢者
緊急一時保護事業

�

�

�

�

���

���

�
�
�

�
�
�

区 政
資料室

ど
事
務
の
執
行
を
著
し
く
妨
げ

る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。

�
�
�
�
�
�
�

　

総
務
課
情
報
公
開
係
へ
。

※
本
人
で
あ
る
事
を
証
明
す
る

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
提
示（
顔
写
真
付
き
）

が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

閲
覧
・
写
し
の
交
付
は
、
請

求
を
受
け
付
け
た
翌
日
か
ら
一

四
日
以
内
（
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
き
は
六
〇
日
以

内
）
に
開
示
で
き
る
か
ど
う
か

を
決
定
し
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

訂
正
、
消
去
、
中
止
は
、
請

求
を
受
け
付
け
た
翌
日
か
ら
二

〇
日
以
内
（
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
き
は
六
〇
日
以

内
）
に
請
求
に
応
じ
ら
れ
る
か

を
決
定
し
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��
�

�

　

手
数
料
は
、
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
写
し
の
交
付
は
コ
ピ
ー

代
が
か
か
り
ま
す
。

ご利用ください

区
の
情
報
を
公
開
し
、
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
は
守
り
ま
す

区
の
情
報
を
公
開
し
、
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
は
守
り
ま
す

が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

自
己
に
関
す
る
情
報
で
、
文

書
、
図
画
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
記
録
さ

れ
、区
が
管
理
し
て
い
る
も
の
。

�
�
�
�

　

�
閲
覧
�
写
し
の
交
付

�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
法
律
、
条
例
な
ど
に
よ
り

開
示
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
�
評
価
、
診
断
、
選

考
な
ど
本
人
に
知
ら
せ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
正
当
で
あ
る
も

の
�
取
締
り
、
調
査
、
争
訟
な

情
報
公
開
制
度

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

個
人
情
報
保
護
制
度

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�




